
 

（別記様式 1 号） 

＜ 補 助 事 業 計 画 書 ＞ 
項目 記入欄 

応募事業者名 （※協議会の場合、構成団体名を括弧書きで記載） 

補助事業名 ●●地域の自然と文化の結びつきに触れるモニターツアー 

補助対象経費 
(税抜総額) 

2,157,500   円（税抜） 

補助交付申請額 
(税抜総額×2/3) 

 1,438,000   円（税抜） 

補助事業期間    令和 8 年 10 月 1 日  ～  令和 8 年 12 月 29 日 

該当分野 
 
※該当項目をチェック
し、取り組むサステナブ
ルツーリズム宣言・行
動指針を記載 

（宣言：☐県民生活・調和  ☐自然・環境 ☒文化・伝統  ☐経済・雇用） 
① 文化・伝統・芸能について、真正性を守りながら、その魅力と本来の意義を正しく伝

え、地域の誇りと文化の継承へとつなげていきます。 
（行動指針：☐県民 ☒事業者 □旅行者 ） 

2. 沖縄の伝統を守り、文化の魅力を高め、将来世代へ継承する 

補助事業概要 

●●地域は、かねてからその風光明媚な××海岸の景観が多くの訪問客を魅了してきた。一
方で、地域に根付く歴史や文化についての知名度は低く、ふるくからこの土地に根付いてきた
伝統行事や生活の術などは注目されないまま忘却の危機に瀕している。しかし、●●の文化
は自然との調和を特徴とするだけに、当地域の文化・歴史の理解は××海岸をはじめとする
自然風景に対しても新たな視点と価値をもたらしうるものである。こうした観点から、当事業
は、××海岸を起点に訪問者に対し●●地域の文化と自然を綜合的な視点から提示する
モニターツアーを企画する。 
 

取組内容 

（１）取組地域   ●●市××海岸および〇〇地区集落 
（２）活用する地域資源   ××海岸、△△祭、□□（伝統工芸品） 
（３）想定ターゲット  ××海岸を訪れる観光客 
（４）実施内容 
××海岸をスタート地点として、ガイドによる市域散策、また伝統芸能体験を組み入れたモニ
ターツアーを作成・実施する。ツアーの企画に際しては、観光協会を主体に××海岸保全委
員会、および文化団体とのワークショップを実施するほか、アドバイザーの依頼を予定してい
る。ツアー内容の決定後、地域のツアー団体にガイド・ツアー実施を委託し、モニターツアーを
実施する。 
（５）総事業費（単位千円）2,373 千円（税込み） 



 

補助事業の目標 

（１）目標 
モニターツアーにて十分な満足度・実現性を確認し、観光協会での恒常的なツアー化へ発展
させる。また、ツアー化にあたっては××海岸の観光・保全活動の関係者と文化団体関係者
双方が参加する実行委員会を組織し、観光を起点に●●地域の自然と文化両方の視点
を取り入れた観光活動の展開を目指す。 
（２）事業の成果 
モニターツアーを通じて、●●地域の文化についてよく知らない観光客に××海岸と●●地域
の文化の深いつながりを理解してもらい、××海岸に限らない観光資源の豊かさを伝達する。
また、このような視点から●●地域の伝統芸能などに価値を付与することで、文化団体の活
動意欲の向上および、観光を通じた市場活動を起点に文化の保存・継承の基盤づくりを目
指す。加えて、ツアーを通じて××海岸保全員会をはじめとする自然資源の保全団体と文化
団体との交流を促すことで、地域の事業者にとっても観光という観点から●●地域の自然・
文化の密接なかかわりに対して理解を深める。 
（３）実現のための課題 
■  ●●市には文化協会や伝統芸能の演者などの団体が活動を続けてきたが、これまで 

は観光事業に対し積極的に参加することはなかった。本事業においては、このような距 
離を埋め、××海岸を中心に行われてきた観光事業と文化団体との交流を円滑に支 
援する必要がある。 

■  観光客の多くは××海岸は知っていても、当地域の文化資源には明るくない方も多い。 
こうした訪問客にモニターツアーを認知し興味を持ってもらうためには、ツアー内容及び 
宣伝に工夫が必要となる。 

（４）事業の継続に向けた取組 
本事業の成果をもとに、ツアー実施の予算や人的負担などを算出し、観光協会を中心に今
後のツアーの収益化のプロセスを策定する。また、本事業は文化協会と連携することで、ツア
ーのガイドや体験イベントの実施などを通じて地域の伝統芸能や文化に携わる人材の雇用を
促進させるねらいである。また、●●市では現在市民行事として××海岸でのカルチャーイベン
トなどが企画されているが、今後はこうしたイベントとツアーの同時開催や連携なども可能であ
り、さらなるコンテンツの充実・展開が期待される。 
 

実施体制 

主催：●●市観光協会 
連携：●●市文化協会、××海岸保全委員会  
委託：株式会社〇〇ツアー 
 

 



事業内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

企画調整にむけた委員

会・ワークショップ

専門家を交えての現地

調査

情報発信・ツアー告知

モニターツアーの実施

成果報告会の実施

報告書作成

別記様式２号

事業スケジュール

３～４回実施予定

調査実施

情報発信

ツアー実施

市内

開催

アドバ

イザー

打診

委託事業

者打診

募集期間



発注内容等 単価 数量 単位 金額（消費税抜き） 消費税額 金額（消費税込み） 備考

事業費 報償費 ツアー開催のためのガイド謝金 20,000 5 名 100,000 10,000 110,000 ガイドに対する謝金

人件費 ワークショップ時のファシリテーター 35,000 10 名 350,000 0 350,000 4,375×8時間（外国語対応可能アルバイト）

事務局業務委託費 企画実働に関する委託費 1,000,000 1 式 1,000,000 100,000 1,100,000

会場費 ワークショップ開催に係る会場費 20,000 1 会場 20,000 2,000 22,000

会場費 成果報告会に係る会場費 20,000 1 会場 20,000 2,000 22,000

企画費 本事業の企画調整費 200,000 1 式 200,000 20,000 220,000

旅費 専門家による現地調査交通費 70,000 2 名 140,000 14,000 154,000

旅費 専門家の現地調査に帯同するスタッフ交通費 70,000 2 名 140,000 14,000 154,000

印刷製本費 ワークショップ後の報告書の印刷費 50,000 1 式 50,000 5,000 55,000

通信運搬費 事業に係る通信費 30,000 1 式 30,000 3,000 33,000

消耗品費 事業に係る消耗品費 15,000 1 式 15,000 1,500 16,500

その他知事が必要と認める経費ツアー開催時の保険料 250 50 名 12,500 1,250 13,750

本事業参加に係る周知及び広告費 80,000 1 式 80,000 8,000 88,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2,157,500 180,750 2,338,250

2,157,500

1,438,333

1,438,000

注1）旅費等消費税込みで金額記載されている取引きについては、以下の算式で統一すること。

　★記載金額（消費税込）ー消費税額＝金額（消費税抜き）

別記様式３号

経費内訳書

内容

　★記載金額÷1.1＝税抜金額（小数点以下切捨て）

〔事業費・計〕

①補助対象経費予定額

補助率乗算（2/3）

②補助金交付申請額（千円未満端数切捨て）

事業費区分を適

宜選択してくだ

さい。



費目 金額 費目 金額

①助成金（補助金交付申請額） 1,438,000 ⑥事業費（補助対象経費予定額） 2,157,500

②事業収入
（内訳）ツアー収入ツアー費@10,000円　参加者５０名
ツアー売上合計500,000円
手数料収入１０%＝50,000円

50,000

③協賛金・広告収入

（企業名）
（企業名）
（企業名）

0

④借入出資金 0

⑤自己資金 669,500

小計（A) 2,157,500 小計（B) 2,157,500

⑦営業利益額（A-B）（※収入） 0

⑧営業利益率（⑦÷A) 0.0%

別記様式４号

収支計画書

収入 支出


